
間
違
っ
た
情
報
の
氾
濫
や
誘

惑
、
性
被
害
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な

ど
、
性
に
関
わ
る
課
題
は
多
様

で
す
。
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
。
公
共
施
設
や
学
校
の

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
配
置
を

求
め
ま
し
た
。

（
回
答
）
性
教
育
に
つ
い
て
主

に
、
小
学
校
で
は
、
４
年
で

「
体
の
つ
く
り
」
、
５
年
で

「
ヒ
ト
の
た
ん
じ
ょ
う
」
、
中

学
校
で
は
、
「
生
殖
機
能
の
成

熟
」
「
性
と
ど
う
む
き
あ
う
の

か
」
「
性
感
染
症
と
そ
の
予
防
」

に
つ
い
て
学
習
。
性
被
害
防
止

の
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
校

で
は
、
「
水
着
で
隠
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
見
せ
な
い
、
触
ら
せ

な
い
」
と
わ
か
り
や
す
く
、
中

学
校
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
犯

罪
事
例
な
ど
あ
げ
て
学
習
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
、

学
校
で
は
、
家
庭
内
・
社
会
に

お
け
る
性
の
違
い
に
よ
る
固
定

化
し
た
役
割
や
仕
事
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
、
小
学
校
の

制
服
の
自
由
化
、
男
女
混
合
名

簿
を
実
践
。
社
会
教
育
で
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
研
修
実

施
。

不
登
校
の
要
因
は
様
々
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
寄
り
添

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
く
の
自
治
体
が
、
学
校
内
外

に
不
登
校
児
の
適
応
指
導
教
室

や
居
場
所
を
設
置
、
或
い
は
民

間
へ
委
託
を
し
て
い
ま
す
。
本

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
。

児
童
の
学
力
保
障
と
民
間
施
設

利
用
の
費
用
負
担
軽
減
を
求
め

ま
し
た
。
（
学
校
生
活
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
町
内
小
・

中
学
生
の
う
ち
一
番
多
か
っ
た

回
答
が
『
勉
強
が
わ
か
り
た
い
』

と
い
う
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
）

（
回
答
）
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、

家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
を
実
施
。

民
間
の
居
場
所
に
通
っ
て
い
る

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
学
校
と

情
報
を
共
有
。

今
年
度
か
ら
、
町
費
で
高
校

生
も
医
療
費
が
１
受
診
あ
た
り

負
担
金
５
０
０
円
だ
け
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
県
も
半
額
補
助

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

負
担
金
を
な
く
し
て
、
１
８
歳

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
に
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
（
１
８
歳

ま
で
県
費
補
助
と
な
れ
ば
、
今

年
度
よ
り
約
１
５
０
万
円
の
増

額
で
実
現
で
き

る
と
試
算
さ
れ

ま
す
。
）

高
等
教
育
の
負
担
は
大
き
く
、

通
学
費
、
奨
学
金
給
付
な
ど
財

政
的
支
援
の
拡
大
を
。

（
回
答
）
町
と
し
て
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
る
対
象
者
へ
、
入

学
時
５
万
円
給
付
し
て
お
り
、

そ
の
他
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

生
ゴ
ミ
に
加
え
、
子
ど
も
・

大
人
の
オ
ム
ツ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
の
使
用
済
み
用
品
な
ど
、

１
週
間
自
宅
に
置
く
の
は
、
臭

い
も
あ
り
、
本
当
に
不
衛
生
で

す
。
祝
日
収
集
、
あ
る
い
は
週

２
回
完
全
収
集
を
。

農
免
沿
い
の
市
尾
・
谷
田
付

近
の
山
積
み
の
廃
棄
物
が
再
三

崩
落
し
て
、
道
路
や
民
有
地
に

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
ど
の
様

に
対
応
す
る
の
か
質
問
。
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新 緑

6
月
議
会

新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問

高
校
生
、
専
門
学
校
生
、

大
学
生
の
財
政
的
支
援
拡

大
を

世
界
に
は
今
な
お
約

１
万
２
５
０
０
発
の
核

兵
器
が
存
在
し
て
い
る

／
核
兵
器
の
廃
絶
は
、

人
類
の
死
活
に
関
わ
る

緊
急
の
課
題
で
あ
る
／

核
兵
器
に
よ
っ
て
安
全

を
図
ろ
う
と
す
る
「
核

抑
止
力
」
論
は
い
か
な

る
理
由
に
よ
っ
て
も
決

し
て
正
当
化
し
得
ず
、

断
固
と
し
て
退
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
／

核
兵
器
禁
止
条
約
に
は
、

６
８
カ
国
が
批
准
し
、

署
名
国
は
９
２
カ
国
に

／
核
兵
器
使
用
の
危
険

が
高
ま
る
重
大
な
情
勢

を
打
開
す
る
う
え
で
、

諸
国
民
の
世
論
と
運
動

が
決
定

的
で
あ
る

（
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
国
際
会
議
宣
言
か
ら

抜
粋
）

あ
け
み
日
誌

不
登
校
問
題
に
つ
い
て

兵庫地域にある高取町土地開発公社土地

の地質土壌調査の結果について、６月議会

総務経済建設委員会で報告がありました。

調査は、その土地における産業廃棄物や土

壌・地下水汚染の有無を確認するためで、

地元兵庫自治会からの健康被害を懸念する

要望により実施されました。

廃棄物は調査した６ヶ所のうち４ヶ所で確

認されています。土壌分析結果より、鉛・

フッ素及びその化合物、水質分析結果より

フッ素・ホウ素及びその化合物の基準値超

過が認められました。まず地元説明会を実

施し、今後の対応について話し合うと理事

長（町長）は言及しています。

ど
う
す
る
廃
棄
物
の
度
重

な
る
崩
落

「
ご
み
問
題
は
暮
ら
し
の

最
重
要
課
題
で
す
。
可
燃

ゴ
ミ
祝
日
収
集
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。
」
と
町
長

回
答

（
教
育
厚
生
委
員

会
）

性
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
も
っ
と
身
近
な
も
の

に

◆高取町土地開発公社土地で廃棄物、

土壌・地下水汚染を確認

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
を



 
近
年
、
発
達
障
害
児
に
対
す

る
支
援
が
少
し
ず
つ
充
実
し
て

き
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
乳
幼

児
検
診
や
就
学
時
検
診
等
で
早

期
に
障
害
を
発
見
し
、
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
、
発
達
に
良
い

影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
就
学
に
あ
た
っ
て
は
、
公

の
特
別
支
援
学
校
、
特
別
支
援

学
級
、
通
級
指
導
教
室
、
民
間

の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
が

あ
り
、
本
町
で
の
通
級
指
導
教

室
の
設
置
と
障
害
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
を
提
案
。

（
回
答
）
学
校
で
は
、
特
別
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
支
援
員
や
学
習
指
導
員
、

臨
床
心
理
士
が
支
援
し
て
い
ま

す
。
通
級
指
導
教
室
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
希
望
す
る
児
童
が

１
３
名
以
上
、
ま
た
は
特
別
支

援
学
級
退
級
児
が
あ
る
際
、
教

員
が
加
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
検
討
し
ま
し
た
が
、
条
件
を

満
た
せ
ず
、
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
一
番
身
近
な
社
会

で
あ
る
高
取
町
を
ど
ん
な
町
に

し
た
い
の
か
、
具
体
的
な
調
査
、

研
究
、
政
策
提
起
を
し
て
、
町

行
政
や
町
議
会
で
議
論
す
る
よ

う
な
中
・
高
生
議
会
（
社
会
教

育
）
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
質

問
。

（
回
答
）
主
権
者
教
育
に
つ
い

て
は
、
社
会
科
、
公
民
等
で
実

践
し
て
い
ま
す
。

高
取
町
の
古
墳
の
数
は
県
内

で
は
有
数
で
、
前
方
後
円
墳
の

市
尾
墓
山
古
墳
や
宮
塚
古
墳
は

豪
族
の
首
長
の
墓
、
横
穴
式
石

室
の
与
楽
古
墳
群
は
渡
来
系
の

群
集
墳
で
は
な
い
か
と
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
主
な
古
墳
を
整
備
し
、
歴

史
研
修
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

て
、
展
示
室
と
出
土
品
保
管
施

設
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

町
内
の
原
風
景
を
維
持
し
て
、

古
墳
文
化
の
伝
承
や
観
光
に
活

か
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
質
問
。

（
回
答
）
令
和
５
年
度
は
与
楽

カ
ン
ジ
ョ
古
墳
広
場
の
整
備
、

市
尾
墓
山
・
宮
塚
古
墳
の
保
存

活
用
計
画
の
作
成
、
歴
史
研
修

セ
ン
タ
ー
の
出
土
品
保
管
場
所

の
増
を
計
画
し
て
お
り
、
総
合

的
な
見
通
し
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
ま
す
。
ま
た
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、
農
地
の
継
承
、
新

規
就
農
者
の
確
保
等
で
、
景
観

維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

発
達
障
害
の
こ
と

山
形
県
遊
佐
町
少
年
議
会
の

取
り
組
み

中
高
生
か
ら
選
出
さ
れ
た
町

長
と
議
員
で
定
例
議
会
が
開
か

れ
、
そ
こ
で
提
案
さ
れ
た
政
策

が
町
行
政
で
活
か
さ
れ
る
取
り

組
み
で
、
２
０
０
３
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
の
衆
院
選
の
１
８
歳
投
票
率

は
、
全
国
平
均
５
０
．
３
６
％

に
対
し
て
、
６
３
．
５
３
％
と
、

政
治
参
加
が
進
ん
で
い
ま
す
。

3
月
議
会

新
沢
あ
け
み
議
員
の
一
般
質
問

３月議会では、一般会計予算を修
正可決しました。修正の内容は、
観光事業検討会議費用の内の業者
委託料、観光客無人計測器等５０
０万円の減額です。（提案者 西
川議員、賛同者 新澤あけみ議員）
新澤あけみ議員は、予算案につい
て、主に物価高騰対策、耕作放棄

地対策等について質疑しました。
国民健康保険会計予算については、
約２億６８８７万円の基金がある
にも関わらず、保険料引き上げを
するため反対。後期高齢者医療会
計予算については、医療費の２割
負担導入等を理由に反対。その他
特別会計予算に賛成。

古
墳
文
化
が
お
も
し
ろ
い

奈
良
県
で
は
、
県
域
の
水
道
事
業
を

一
本
化
す
る
議
論
が
す
す
め
ら
れ
て
お

り
、
４
月
に
は
、
県
と
２
６
団
体
に
よ

る
法
定
協
議
会
が
発
足
、
高
取
町
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
３
月
議
会
で
、
協

議
会
参
加
の
是
非
を
問
う
議
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
新
澤
あ
け
み
議
員
は
反

対
、
以
下
は
発
言
の
要
旨
で
す
。
「
災

害
時
、
水
の
確
保
を
す
る
体
制
が
で
き

る
の
か
、
日
常
的
に
き
め
細
や
か
な
対

応
が
で
き
る
の
か
、
各
議
会
が
情
報
共

有
を
し
て
意
見
を
反
映
で
き
る
の
か
、

民
営
化
に
な
っ
た
場
合
安
全
・
安
心
・

安
価
な
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

な
ど
懸
念
さ
れ
る
点
が
多
く
、
現
段
階

で
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
を
設
置
す

る
の
は
拙
速
で
あ
る
。
」

そ
の
後
、
山
下
新
知
事
は
、
水
道
料

金
試
算
の
見
直
し
な
ど
方
針
転
換
に
言

及
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
は
不
透
明

で
す
。
協
議
会
へ
情
報
開
示
を
求
め
て
、

審
議
を
尽
く
し
ま
す
。

◆
奈
良
県
広
域
水
道
の
一
体
化
に
つ
い
て

中
・
高
校
生
も
政
治
へ

発
信
を

◆２０２３年度予算を考える

共産党は”なんでも反対”？

”なんでも賛成”こそ問題です

政府のだす法案をよく吟味して、国民にとっ
て悪いものに反対するのは当然です。意見をた
たかわせて問題点をクリアにし、よりよい解決
策を見出す─これが本来の民主主義。なんでも
〝自分が正しい〟と胸をはる首相に〝なんでも
賛成〟する政党こそ問題です。

暴力で革命？

言論と選挙で段階的に変える

過去の侵略戦争に命がけで反対
した日本共産党。暴力反対は筋
金入りです。社会の変革は、選
挙で国民多数の意志を確かめな
がら、一歩一歩と階段を上るよ
うにすすめる。綱領に明記した
共産党の方針です。

中国をどうみる？

横暴なふるまいをズバリ批判

天安門事件について「許しがたい暴
挙」といっかんしてきびしく批判。尖
閣諸島の領海侵入や南シナ海での人工
島造成などの行動は「新しい大国主義・
覇権主義のあらわれ」。やめるべきだ
とハッキリ伝えています。これらは社
会主義と両立しない大問題です。

通
級
指
導
教
室
と
は

特
別
支
援
学
級
と
は
別
に
障

害
認
定
が
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、
学
習
に
遅
れ
ぎ
み
な
子
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
子
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
教

室
で
、
校
外
に
設
置
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
保
護
者
や
周
囲

の
理
解
が
必
要
で
す
。


